
 理解する 倫理 ~日本思想編~    

6．鎌倉仏教② 
■日蓮宗系 

日蓮宗 立正安
りっしょうあん

国論
こくろん

開目抄
 

法華経 題目 唱題
立正安国

法華経

題目 唱題
法華経の行者

四箇
し か

格言
かくげん

念仏無間・禅天魔・真言亡国・律国賊

■禅宗系 

自力 他力
臨済宗 興禅護国論

曹洞宗 正法眼蔵
しょうぼうげんぞう

心身脱落 正法眼蔵随聞記

只管打坐
身心脱落 修証一等

只管
し か ん

打坐
た ざ

身心
しんじん

脱落
だつらく

仏道をならうということは、自己をならうなり。自己をならうというは、自己を忘るるなり。
自己を忘るるというは、万法に証せらるるなり。(現実に実証される) 万法に証せらるるとい
うは、自己の身心、および他己の身心をして脱落せしむるなり。

修証一等
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